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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前
記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本を行うのを制御する印刷システムであっ
て、
　複数の印刷データを記憶する記憶手段と、
　ユーザの指示に従って、前記記憶手段に記憶された複数の印刷データの中から表紙用の
印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷デ
ータが共に表示された状態で、ユーザの指示に従って、前記中身用の印刷データの選択を
解除する解除手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データを用いて前記表紙用のシートに
印刷を行い、前記選択手段により選択され前記解除手段により選択が解除されなかった前
記中身用の印刷データを用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記印刷装置を制御
する制御手段と、
　を有し、
　前記解除手段は、前記表紙用の印刷データの選択は解除しないことを特徴とする印刷シ
ステム。
【請求項２】
　ユーザの指示に従って、前記選択手段により選択された前記中身用の印刷データの印刷
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順序を変更する変更手段を更に有し、
　前記変更手段は、前記表紙用の印刷データの印刷順序は変更しないことを特徴とする請
求項１に記載の印刷システム。
【請求項３】
　前記表紙用の印刷データの印刷順序は、１番目であることを特徴とする請求項２に記載
の印刷システム。
【請求項４】
　印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前
記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本を行うのを制御する印刷システムであっ
て、
　複数の印刷データを記憶する記憶手段と、
　ユーザの指示に従って、前記記憶手段に記憶された複数の印刷データの中から表紙用の
印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷デ
ータを表示する表示手段と、
　前記表示手段により表示された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷デ
ータの中から、ユーザによって指定された中身用の印刷データの選択を解除する解除手段
と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データを用いて前記表紙用のシートに
印刷を行い、前記選択手段により選択され前記解除手段により選択が解除されなかった前
記中身用の印刷データを用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記印刷装置を制御
する制御手段と、
　を有し、
　前記解除手段は、前記表示手段において前記表紙用の印刷データをグレーアウトさせる
ことにより、ユーザの指定によって前記表紙用の印刷データの選択が解除されないように
することを特徴とする印刷システム。
【請求項５】
　印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前
記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本を行うのを制御する印刷システムであっ
て、
　複数の印刷データを記憶する記憶手段と、
　ユーザの指示に従って、前記記憶手段に記憶された複数の印刷データの中から表紙用の
印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷デ
ータが共に表示された状態で、ユーザの指示に従って、前記中身用の印刷データの印刷順
序を変更する変更手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データを用いて前記表紙用のシートに
印刷を行い、前記選択手段により選択された前記中身用の印刷データを前記変更手段によ
り変更された印刷順序で用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記印刷装置を制御
する制御手段と、
　を有し、
　前記変更手段は、前記表紙用の印刷データの印刷順序は変更しないことを特徴とする印
刷システム。
【請求項６】
　ユーザの指示に従って、前記選択手段による前記中身用の印刷データの選択を解除する
解除手段を更に有し、
　前記解除手段は、前記表紙用の印刷データの選択は解除しないことを特徴とする請求項
５に記載の印刷システム。
【請求項７】
　前記表紙用の印刷データの印刷順序は、１番目であることを特徴とする請求項５又は６
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に記載の印刷システム。
【請求項８】
　印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前
記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本を行うのを制御する印刷システムであっ
て、
　複数の印刷データを記憶する記憶手段と、
　ユーザの指示に従って、前記記憶手段に記憶された複数の印刷データの中から表紙用の
印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷デ
ータを表示する表示手段と、
　前記表示手段により表示された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷デ
ータの中から、ユーザによって指定された前記中身用の印刷データの印刷順序を変更する
変更手段と、
　前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データを用いて前記表紙用のシートに
印刷を行い、前記選択手段により選択された前記中身用の印刷データを前記変更手段によ
り変更された印刷順序で用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記印刷装置を制御
する制御手段と、
　を有し、
　前記変更手段は、前記表示手段において前記表紙用の印刷データをグレーアウトさせる
ことにより、ユーザの指定によって前記表紙用の印刷データの印刷順序が変更されないよ
うにすることを特徴とする印刷システム。
【請求項９】
　印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前
記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本を行うのを制御する印刷システムの制御
方法であって、
　前記印刷装置の選択手段が、ユーザの指示に従って、記憶手段に記憶された複数の印刷
データの中から表紙用の印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択工程と
、
　前記印刷装置の解除手段が、前記選択工程で選択された前記表紙用の印刷データ及び前
記複数の中身用の印刷データが共に表示された状態で、ユーザの指示に従って、前記中身
用の印刷データの選択を解除する解除工程と、
　前記印刷装置の制御手段が、前記選択工程で選択された前記表紙用の印刷データを用い
て前記表紙用のシートに印刷を行い、前記選択工程で選択され前記解除工程で選択が解除
されなかった前記中身用の印刷データを用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記
印刷装置を制御する制御工程と、
　を有し、
　前記解除工程において、前記解除手段は、前記表紙用の印刷データの選択は解除しない
ことを特徴とする印刷システムの制御方法。
【請求項１０】
　印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前
記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本を行うのを制御する印刷システムの制御
方法であって、
　前記印刷装置の選択手段が、ユーザの指示に従って、記憶手段に記憶された複数の印刷
データの中から表紙用の印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択工程と
、
　前記印刷装置の変更手段が、前記選択工程で選択された前記表紙用の印刷データ及び前
記複数の中身用の印刷データが共に表示された状態で、ユーザの指示に従って、前記中身
用の印刷データの印刷順序を変更する変更工程と、
　前記印刷装置の制御手段が、前記選択工程で選択された前記表紙用の印刷データを用い
て前記表紙用のシートに印刷を行い、前記選択工程で選択された前記中身用の印刷データ
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を前記変更工程で変更された印刷順序で用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記
印刷装置を制御する制御工程と、
　を有し、
　前記変更工程において、前記変更手段は、前記表紙用の印刷データの印刷順序は変更し
ないことを特徴とする印刷システムの制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータに請求項９又は１０に記載の印刷システムの制御方法の各工程を実行させ
るためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷システム及びその制御方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタル複合機の一機能として、ジョブ結合が提案されている。ジョブ結合とは
、複数の文書を１つのジョブとして印刷物を作成する機能をいう（特許文献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】米国特許公報第６５１２８９９号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ジョブ結合では、ユーザが結合するジョブ（ドキュメント）を任意に選
択し、又は、選択解除しながらジョブを生成することが可能である。そのため、特定の設
定に応じて結合するジョブの選択又は選択解除に対しても禁則処理をかける必要がある。
例えば、ジョブ結合される印刷物にくるみ製本処理を行えるようにした構成を想定してみ
る。この場合は、くるみ製本の表紙となる、又は、くるみ製本の表紙を含むジョブ(ドキ
ュメント）が選択されていなければ、くるみ製本処理ができない、或いは、所望の出力結
果が得られない。
【０００５】
　本発明は、ジョブ結合を行う際に特定のフィニッシング処理が設定された場合、そのフ
ィニッシング処理に応じた禁則処理を適切に行うことで矛盾のない設定でフィニッシング
処理を遂行できるようにすることを目的とする。また、本発明は、複数の印刷データを用
いた１セット分の結合印刷物を作成するにあたり、不適正な出力結果が作成されないよう
にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面に係る印刷システムは、印刷装置が表紙用のシート及び中身用のシート
に印刷を行うのを制御し、製本装置が前記表紙用のシート及び前記中身用のシートに製本
を行うのを制御する印刷システムであって、複数の印刷データを記憶する記憶手段と、ユ
ーザの指示に従って、前記記憶手段に記憶された複数の印刷データの中から表紙用の印刷
データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択手段と、前記選択手段により選択さ
れた前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷データが共に表示された状態で
、ユーザの指示に従って、前記中身用の印刷データの選択を解除する解除手段と、前記選
択手段により選択された前記表紙用の印刷データを用いて前記表紙用のシートに印刷を行
い、前記選択手段により選択され前記解除手段により選択が解除されなかった前記中身用
の印刷データを用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記印刷装置を制御する制御
手段とを有し、前記解除手段は、前記表紙用の印刷データの選択は解除しないことを特徴
とする。
【０００７】
　また、本発明の別の側面に係る印刷システムは、印刷装置が表紙用のシート及び中身用
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のシートに印刷を行うのを制御し、製本装置が前記表紙用のシート及び前記中身用のシー
トに製本を行うのを制御する印刷システムであって、複数の印刷データを記憶する記憶手
段と、ユーザの指示に従って、前記記憶手段に記憶された複数の印刷データの中から表紙
用の印刷データ及び複数の中身用の印刷データを選択する選択手段と、前記選択手段によ
り選択された前記表紙用の印刷データ及び前記複数の中身用の印刷データが共に表示され
た状態で、ユーザの指示に従って、前記中身用の印刷データの印刷順序を変更する変更手
段と、前記選択手段により選択された前記表紙用の印刷データを用いて前記表紙用のシー
トに印刷を行い、前記選択手段により選択された前記中身用の印刷データを前記変更手段
により変更された印刷順序で用いて前記中身用のシートに印刷を行うよう前記印刷装置を
制御する制御手段とを有し、前記変更手段は、前記表紙用の印刷データの印刷順序は変更
しないことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ジョブ結合機能を利用する場合に、矛盾のないジョブが選択できるよ
うになる、又は、ジョブ結合する場合に必要なジョブが不用意に選択解除されてしまうこ
とを抑えることができる。また、特定種類の後処理を利用する場合において、不適正な結
合印刷物が作成されるのを抑制することができる。このように、、ユーザが意図しない印
刷物が作成されないようにすることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。なお、本発明
は以下の実施形態に限定されるものではなく、本発明の実施に有利な具体例を示すにすぎ
ない。また、以下の実施形態の中で説明されている特徴の組み合わせの全てが本発明の課
題解決手段として必須のものであるとは限らない。
【００１０】
　なお、本実施形態では、特定種類の後処理としてくるみ製本処理を例示する。但し、く
るみ製本処理以外の後処理でも、表紙用のシートと非表紙用のシートとを用いて１冊分の
出力束を作成する後処理は、この特定種類の後処理として適用できる。そして、本実施形
態の画像形成システム５００は、このくるみ製本処理といった特定種類の後処理を実行可
能な後処理装置による後処理を要するジョブの印刷を画像形成装置により実行可能にした
システムである。
【００１１】
　また、本実施形態では、コントローラユニット５１０（図２参照）が、ＨＤＤ１４の複
数の印刷データを用いた１セット分の結合印刷物を画像形成装置を用いて作成可能とする
ように、画像形成システム５００を制御する。特に本実施形態では、ＵＩ部によるオペレ
ータ操作により選択される複数の印刷データを用いた１セット分の結合印刷物を画像形成
装置を用いて作成できるように、コントローラユニット５１０が画像形成システム５００
を制御する。そのために、本実施形態では、ジョブ結合機能が利用される。また、この特
定種類の後処理を行うに際には、特定の印刷データと複数の非特定データを用いた１セッ
ト分の結合印刷物を作成できるように、コントローラユニット５１０が画像形成装置を制
御する。この特定の印刷データは、例えば、表紙用のシートに印刷される印刷データであ
り、一方、この複数の非特定印刷データは、例えば、本文用のシートなど表紙とは異なる
複数のシートの夫々に印刷される本文用の印刷データなどである。
【００１２】
　そして本実施形態では、この特定種類の後処理を利用する場合、この特定の印刷データ
を結合印刷物の作成にて利用対象外とする要求をＵＩ部を介してユーザから受付けないよ
うに、コントローラユニット５１０がＵＩ部を制御する。
【００１３】
　これにより、コントローラユニット５１０は、この画像形成システム５００でこの特定
種類の後処理を利用する場合に、結合印刷物の作成にてこの特定の印刷データが利用対象
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外となる印刷を禁止するように、画像形成システム５００を制御する。
【００１４】
　このように本実施形態では、コントローラユニット５１０は画像形成システム５００で
特定種類の後処理を利用する場合、特定の印刷データが未利用の結合印刷物が画像形成装
置を用いて作成されることを阻止するように、画像形成システム５００を制御する。
【００１５】
　なお、この特定種類の後処理を利用する場合、複数の非特定印刷データの中から任意の
データを結合印刷物の作成にて利用対象外とする要求をＵＩ部を介しユーザから受け付け
ることは許可するように、コントローラユニット５１０がＵＩ部を制御する。
【００１６】
　また、この特定種類の後処理を利用する場合に、結合印刷物の作成にてこれら複数の非
特定印刷データの印刷順序を変更する要求をＵＩ部を介してユーザから受け付けることも
許可するように、コントローラユニット５１０がＵＩ部を制御する。
【００１７】
　但し、この特定種類の後処理を利用する場合に、結合印刷物の作成にてこの特定の印刷
データの印刷順序を変更する要求をＵＩ部を介してユーザから受付けないように、コント
ローラユニット５１０がＵＩ部を制御する。
【００１８】
　なお、以下の実施形態では、ＵＩ部に対する制御を行うことで、この特定種類の後処理
を画像形成システム５００で利用する場合に、特定の印刷データが未利用の結合印刷物が
画像形成装置を用いて作成されることを阻止する構成を例示する。しかし、その他の方法
で、これを実現できるように構成しても良い。
【００１９】
　例えば、この特定種類の後処理の実行要求がユーザからＵＩ部を介して指示されたとす
る。この場合でも、この特定の印刷データが未利用の結合印刷物に対してこの特定種類の
後処理が実行されないように、この特定種類の後処理の実行を禁止するように、コントロ
ーラユニット５１０が後処理装置の実際の動作を制限する。このような構成でも良い。
【００２０】
　また、ＵＩ部の一例として画像形成装置の操作部を以下に例示するが、画像形成装置に
対して印刷ジョブを送信可能なホストコンピュータなどの外部装置の操作部も上述のＵＩ
部として適用可能である。
【００２１】
　以上のように構成された本実施形態の画像形成システム５００の各構成について、以下
説明する。
【００２２】
　図１は、本実施形態における画像形成システムの構成を示す概略断面図である。また、
図２は、本実施形態における画像形成システム５００のハードウェア構成を示す図である
。この画像形成システムは、スキャナ部１００とプリンタ部２００を有する１台の画像形
成装置と、くるみ製本部３００、及び中綴じ製本部４００の２台のフィニッシャ（後処理
装置又はシート処理装置とも呼ぶ）を有す。これら、複数台のフィニッシャを用いて、ソ
ート、ステイプル、パンチ、くるみ製本、中綴じ製本、断裁といった複数種類のフィニッ
シング（後処理またはシート処理とも呼ぶ）が実行できる。また、これら複数のフィニッ
シャは、この画像形成装置に対して着脱可能なオプション装置としても利用可能に構成さ
れている。
【００２３】
　コントローラユニット５１０は、表示部５２０と操作部５３０を含むユーザインタフェ
ース部（ＵＩ部）を介して、複数種類のフィニッシングの選択候補のうちのユーザが希望
する種類のフィニッシングの実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受け付ける。そして
、コントローラユニット５１０は、プリンタユニット５５０から供給されるその処理対象
のジョブのシートに対して、そのユーザが要求した種類のフィニッシングをくるみ製本部
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３００及び中綴じ製本部４００の何れかで実行させる。
【００２４】
　また、この画像形成システム５００に含まれる画像形成装置はジョブ結合機能を具備し
ている。このジョブ結合機能について以下に説明する。
【００２５】
　図５は、ジョブ結合の機能概要を示す図である。図５では、複数の文書３１～３４がそ
れぞれ異なる設定に応じて、出力物４１～４４を生成するジョブであることが示されてい
る。以下、具体的に説明すると、Ａ３のカラー文書３１から、等倍のカラーコピーした出
力物４１が生成される。Ａ４のカラー文書３２を、片面スキャンして両面印字するカラー
コピージョブとして、出力物４２が生成される。Ａ３のカラー文書３３から、Ａ４に縮小
コピーした出力物４３が生成される。出力物４４は、Ａ４モノクロ文書３４を入力原稿と
する４ｉｎ１のコピージョブである。なお、本明細書では、Ｎページ分の内容を１ページ
の紙面に縮小レイアウトする機能を「Ｎｉｎ１」という。したがって、「４ｉｎ１」は４
ページ分の内容を１ページの紙面にレイアウトする機能をさす。
【００２６】
　さらに、図５では、生成された複数の出力物４１～４４を１つにまとめ、ジョブ結合と
してくるみ製本処理することが示されている。くるみ製本とは、印刷済みの本文用紙束を
表紙でくるみ、本文用紙束の背の部分と表紙を接着剤で接着する製本仕上げ処理をいう。
印刷物５０は、出力物４２、４３、４４を本文として１つに結合し、出力物４１を表紙と
してくるむことで生成された最終的な成果物である。
【００２７】
　このように、本実施形態の画像形成システム５００は、ＨＤＤ１４などのメモリに記憶
された互い独立した複数のドキュメントデータ（複数のジョブまたは複数の束とも呼ぶ）
を１つの束（１つのジョブ）として印刷出力可能にしたジョブ結合機能を、具備する。
【００２８】
　なお、このジョブ結合機能の実行指示、及び、１つの束にすべき複数のドキュメントデ
ータの選択は、この画像形成装置の図４の操作部を介して受け付けることができるように
構成されている。
【００２９】
　また、ジョブ結合されるべき複数のドキュメントデータに対してそれぞれ独立して印刷
条件（カラーモード、原稿サイズ、拡大／縮小率など）が設定されているとする。この場
合、ジョブ結合機能を利用することで、例えば、それらのジョブ結合されるべき複数のド
キュメントを、それぞれの設定に応じた印刷出力を行う。その後、印刷出力した複数の文
書を１つのジョブとしてまとめて、１セット分の印刷物を仕上げることもできる。
【００３０】
　スキャナ部１００の原稿給送ユニット１０１は、原稿を先頭順に１枚ずつプラテンガラ
ス１０２上へ給送し、原稿の読み取り動作終了後、プラテンガラス１０２上の原稿を排出
トレイ１０３に排出する。原稿がプラテンガラス１０２上に搬送されると、ランプ１０４
が点灯し、光学ユニット１０５の移動が開始され、原稿が露光走査される。この時の原稿
からの反射光は、ミラー１０６、１０７、１０８及びレンズ１０９によってＣＣＤ（Ｃｈ
ａｒｇｅ Ｃｏｕｐｌｅｄ Ｄｅｖｉｃｅｓ）イメージセンサ１１０へ導かれる。このよう
にして、走査された原稿の画像はＣＣＤイメージセンサ１１０によって読み取られる。Ｃ
ＣＤイメージセンサ１１０から出力される画像データは、所定の処理が施された後、図２
中のコントローラユニット５１０へ転送される。
【００３１】
　以下では、プリンタ部２００の構成を動作と共に示す。
【００３２】
　プリンタ部２００のレーザドライバ２２１は、レーザ発光部２０１を駆動するものであ
り、コントローラユニット５１０から出力された画像データに応じたレーザ光をレーザ発
光部２０１に発光させる。このレーザ光は感光ドラム２０２に照射され、感光ドラム２０
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２にはレーザ光に応じた潜像が形成される。感光ドラム２０２に形成された潜像の部分に
は、現像器２０３によって現像剤が付着される。
【００３３】
　プリンタ部２００は用紙格納部として、それぞれ引き出し上の形状をしたカセット２０
４、２０５、２０６、２０７と、機外に露出しているトレイ上の手差し給紙段２０８を備
えている。カセット２０４、２０５、２０６、２０７は、カセットを引き出し、そのカセ
ット内に用紙を補給し、カセットを閉めることによって用紙補給を行う。また、各カセッ
トにはセンサが取り付けられており、カセットに補給されている用紙のサイズや数を検知
する。
【００３４】
　そして、レーザ光の照射開始と同期したタイミングで、カセット２０４、２０５、２０
６、２０７、手差し給紙段２０８のいずれかから用紙を給紙し、転写部２０９へ搬送路２
１０によって、感光ドラム２０２に付着された現像剤を用紙に転写する。現像剤の載った
用紙は搬送ベルト２１１によって、定着部２１２に搬送され、定着部２１２の熱と圧力に
より現像剤は用紙に定着される。その後、定着部２１２を通過した用紙は搬送路２１３、
搬送路２１４を通り、くるみ製本部３００へと排出される。あるいは、印字面を反転して
排出する場合には、搬送路２１５、搬送路２１６まで導かれ、そこから用紙を逆方向に搬
送し、搬送路２１７、搬送路２１４を通って排出される。
【００３５】
　また、両面印字が設定されている場合は、定着部２１２を通過したあと、搬送路２１５
からフラッパ２１８によって、搬送路２１９に用紙は導かれ、その後用紙を逆方向に搬送
し、フラッパ２１８によって、搬送路２１６、再給紙搬送路２１９へ導かれる。再給紙搬
送路２１９へ導かれた用紙は上述したタイミングで搬送路２１０を通り、転写部２０９へ
給紙される。その後は、同じように転写と定着を行い、搬送路２１４を通ってくるみ製本
部３００へと排出される。
【００３６】
　以下、くるみ製本部３００の構成を動作とともに説明する。
【００３７】
　プリンタ部２００の搬送路２１４から排出された用紙は、くるみ製本部３００の搬送路
３０１へと搬送される。この時、くるみ製本処理を施さないジョブである場合は、搬送路
３０６を通り中綴じ製本部４００へと排出される。
【００３８】
　くるみ製本処理を施すジョブである場合は、くるみ製本の本文となる用紙は搬送路３０
２へと導かれ、用紙集積部３０３に集積される。所定枚数の用紙が用紙集積部３０３に集
積され、くるみ製本の本文となる用紙束が生成された後、用紙集積部３０３は３０３ａの
位置までスライドする。そして、積載された用紙束を押さえたまま回転軸３０４を中心に
して３０３ｂの位置まで回転し、用紙束を鉛直方向に向かせる。そのまま用紙束を鉛直下
方向に移動し、接着剤塗布部３０５が用紙束の１つの辺に対して接着剤を塗布する。接着
剤の塗布が終了すると、用紙束は所定位置で待機する。
【００３９】
　くるみ製本の本文となる用紙束が生成され、用紙束に接着剤が塗布される間に、くるみ
製本の表紙となる用紙が搬送路３０１を通って搬送路３０６に導かれ、搬送路３０６内の
所定の位置で待機しておく。
【００４０】
　そして、所定の位置で待機しているくるみ製本の本文となる用紙束をさらに鉛直下方向
に移動させ、用紙束の接着剤が塗布された辺を、搬送路３０６内の所定の位置で待機して
いる表紙に押し当てるようにして、表紙と本文の用紙束を接着させる。そのまま搬送路３
０７に導くように用紙束を表紙に押し当て、用紙束に対して水平方向に両側からプレスす
ることで、表紙は用紙束に沿って（用紙束の厚さに応じて）折られる。
【００４１】
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　次に、表紙が接着された用紙束に対して断裁処理を行う。
【００４２】
　表紙が接着された用紙束は、搬送路３０７をさらに鉛直下方向に導かれ、グリッパ３０
８で所定の位置で固定される。固定された用紙束は回転テーブル３０９によって図１の断
面図を正面から見て前後方向に９０°回転され、そのまま鉛直下方向に断裁刃３１１の位
置まで移動させる。用紙束は断裁する長さの分だけはみ出した状態で固定され、断裁刃３
１１が断裁ユニット３１０によって円弧を描くように水平方向に移動され、用紙束の１辺
が断裁される。この断裁工程を接着剤が塗布されていない３辺に対して行うことで、任意
の大きさの用紙束を生成する。この時、用紙束の仕上がりサイズに応じて、断裁しないケ
ース、及び、接着剤が塗布された辺と反対の１辺のみ断裁されるケースも含まれる。
【００４３】
　また、断裁時に発生する断裁屑は、フラッパ３１２によって断裁屑収納部３１３に導か
れるようになっている。
【００４４】
　上記の断裁工程が終わった用紙束は固定が解除され、落下するようにして用紙束収納部
３１４に排出される。用紙束収納部３１４では、用紙束が排出される度に、収納された用
紙束全てをコンベア３１５で移動し、次に排紙される用紙束の収納場所を確保する。
【００４５】
　中綴じ製本部４００は、綴じ、折り等の後処理を行う後処理装置で、くるみ製本部の搬
送路３０６を通って排出される（くるみ製本処理対象ではない）用紙が本中綴じ製本部４
００内の搬送路に導かれ、任意の排紙トレイに排紙される。
【００４６】
　次に、本実施形態における画像形成システム５００のハードウェア構成を示す図２につ
いて詳しく説明する。
【００４７】
　画像形成システム５００は、コントローラユニット５１０、表示部５２０、操作部５３
０、スキャナユニット５４０、プリンタユニット５５０、フィニッシャユニット５６０を
有する。
【００４８】
　表示部５２０はＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ）や液晶ディスプレ
イを備え、オペレータの操作内容や装置の内部状態を表示する。操作部５３０はオペレー
タから操作を受け付ける。操作部５３０は、複数の操作ボタンを備えるだけでなく、表示
部５２０とともにタッチディスプレイとして実現される場合もある。
【００４９】
　スキャナユニット５４０は図１中のスキャナ部１００に対応し、原稿を画像データとし
て読み込む。印刷出力手段としてのプリンタユニット５５０は図１中のプリンタ部２００
に対応し、画像データを用紙に印刷する。また、デバイス制御Ｉ／Ｆ（ＩｎｔｅｒＦａｃ
ｅ）１６を介して、給紙及び排紙のタイミングやジャム及び用紙無しを含むプリンタの異
常状態を通知する。フィニッシング処理手段としてのフィニッシャユニット５６０は、図
１中のくるみ製本部３００や中綴じ製本部４００に対応し、プリンタユニットで印刷出力
された用紙に対してフィニッシング処理を行う。ここでは複数種類のフィニッシング処理
を選択的に実行可能である。
【００５０】
　コントローラユニット５１０は、ＣＰＵ１０、ＡＳＩＣ１１、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１３
、ＨＤＤ１４、デバイス制御Ｉ／Ｆ１６、表示Ｉ／Ｆ１７、操作Ｉ／Ｆ１８、ネットワー
クＩ／Ｆ１９から構成される。
【００５１】
　制御手段としてのＣＰＵ１０は、画像形成システム５００に内蔵される制御プログラム
の実行媒体であり、各Ｉ／Ｆ、記憶媒体のメモリ、専用チップを介して、コントローラユ
ニット５１０に接続されるデバイスの動作を制御する。ＡＳＩＣ１１は特定用途向けのチ
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ップであり、ＣＰＵ１０とは別に、画像処理などの特定の処理を担う。ＲＯＭ１２は不揮
発性メモリ、ＲＡＭ１３は揮発性メモリ、ＨＤＤ１４は磁気ディスク等の記憶媒体である
。ＲＯＭ１２又はＨＤＤ１４には制御プログラムなどが格納され、本制御プログラムは実
行時にＲＡＭ１３に展開される。また、ＲＡＭ１３はＣＰＵ１０上で制御プログラムが実
行する際のワークメモリとして動作し、印刷ジョブや印刷対象の画像データを格納する。
また、記憶手段としてのＨＤＤ１４にも印刷ジョブや印刷対象の画像データが格納される
。なお、上記のＣＰＵ１０、ＡＳＩＣ１１、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１３及びＨＤＤ１４は、
図２においてそれぞれ１つしか存在しないが、他の実施形態として複数から構成される場
合もあり、それらの構成及び接続形態は本実施形態に限らない。
【００５２】
　デバイス制御Ｉ／Ｆ１６は、コントローラユニット５１０に接続されるデバイス（スキ
ャナユニット５４０、プリンタユニット５５０、フィニッシャユニット５６０）との入出
力を制御する。デバイス制御Ｉ／Ｆ１６は複数デバイスが接続可能なバス構造として実現
されるだけでなく、複数のＩ／Ｆに分割されて、接続されるデバイスと１対１でＩ／Ｆが
備えられる場合もある。表示Ｉ／Ｆ１７は表示部５２０への出力を司る。操作Ｉ／Ｆ１８
は操作部５３０からの入力を司る。
【００５３】
　画像形成システム５００は、外部Ｉ／ＦとしてネットワークＩ／Ｆ１９を持つ。画像形
成システム５００は、ネットワークＩ／Ｆ１９を介してネットワークケーブル５７１でイ
ンターネット又はイントラネットであるＬＡＮ／ＷＡＮ５７０に接続される。（実際には
ＬＡＮ／ＷＡＮを構成するハブやサーバ／クライアントに接続される）。ネットワークＩ
／Ｆ１９は、ネットワークとのデータ入出力を司る。
【００５４】
　図３は、本実施形態の画像形成装置に内蔵される制御プログラムによるＣＰＵ１０の機
能構成を示すブロック図である。
【００５５】
　図３中のＣＰＵ１０、及び、ＣＰＵ１０に接続される各Ｉ／Ｆ１５－１９、ＡＳＩＣ１
１、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１３、ＨＤＤ１４は、図２中のそれと同じものである。
【００５６】
　本実施形態の画像形成装置に内蔵される制御プログラムは、ＲＡＭ１３を利用しながら
ＣＰＵ１０上で実行される。本制御プログラムは、表示制御部７、オペレータ操作解釈部
８、ネットワークプロトコル処理部９、ジョブ制御部５、画像処理部１、プリンタ制御部
２、スキャナ制御部３及び文書管理部４から構成される。
【００５７】
　表示制御部７は、ジョブ制御部５からジョブや装置の状態の情報を受け取り、その情報
を表示画面に反映させるためのコマンドを表示Ｉ／Ｆ１７に対して送信する。
【００５８】
　オペレータ操作解釈部８は、操作Ｉ／Ｆ１８から操作コマンドを受信し、ジョブ制御部
５に対してジョブ開始、中断、再開、終了等の様々な指示を行う。
【００５９】
　ネットワークプロトコル処理部９はＴＣＰ／ＩＰを含む標準ネットワークプロトコルの
処理を行うことで、ネットワークＩ／Ｆ１９を介したデータ送受信を実現する。
【００６０】
　画像処理部１は画像データを受け取り、ＡＳＩＣ１１に対するデータ送受信のタイミン
グやパラメータ設定を制御することで、画像の伸長圧縮や回転などの画像処理を行う。
【００６１】
　プリンタ制御部２は、画像データを用紙に印刷し、印刷された用紙に対して後処理を行
うよう、デバイス制御Ｉ／Ｆ１６を介してプリンタユニット５５０及びフィニッシャユニ
ット５６０の動作を制御する。スキャナ制御部３は、原稿を画像データとして読み込める
よう、デバイス制御Ｉ／Ｆ１６を介してスキャナユニット５４０を制御する。
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【００６２】
　文書管理部４は画像データと、当該画像データに関連する各種の設定情報及び属性をま
とめて記憶手段としてのＨＤＤ１４に格納する。また、ＨＤＤ１４に格納された画像デー
タ及び関連する設定情報と属性を読み出す。
【００６３】
　ジョブ制御部５は、ユーザ操作や外部から受信した文書データのジョブを受け取り、そ
れらのジョブを管理するだけでなく、ジョブの内容に応じて各制御プログラム１～４、７
～９と連動して機器全体の動作を統括する。このジョブ制御部５は、複数のジョブを１つ
のジョブに結合するジョブ結合を行ってプリンタユニット５５０に印刷出力させるととも
に、複数のフィニッシング処理のうちの特定のフィニッシング処理を行わせる結合ジョブ
処理手段として機能する。
【００６４】
　図４は、表示部５２０及び操作部５３０の構成を示す図である。
【００６５】
　６００はＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）タッチパネルであり
、主なモード設定、状況表示はここで行われる。６０１は、０から９までの数値を入力す
るためのテンキーである。６０２はＩＤキーであり、装置が部門管理されている場合に部
門番号と暗証モードを入力する際に使用されるものである。
【００６６】
　６０３は設定されたモードをリセットするためのリセットキーである。６０４は各モー
ドについての説明画面を表示するためのガイドキーである。６０５はユーザーモード画面
に入るためのユーザーモードキー、６０６は割り込みコピーを行うための割り込みキーに
なっている。
【００６７】
　６０７はコピー動作をスタートさせるためのスタートキー、６０８は実行中のコピージ
ョブを中止させるためのストップキーである。
【００６８】
　６０９はソフト電源スイッチであり、押下することによりＬＣＤ６００のバックライト
が消え装置は低電力状態に落ちる。６１０は節電キーであり、これを押下することで節電
状態に入り、再度押下することで節電状態から復帰する。
【００６９】
　６１４はＬＣＤ６００のコントラストを調整するための調整キーである。
【００７０】
　６１５はカウンタ確認キーであり、このキーを押下することでそれまでに使用したコピ
ー枚数の集計を表示するカウント画面がＬＣＤ６００上に表示される。
【００７１】
　６１６はジョブの実行中又は画像メモリへの画像蓄積中を示すＬＥＤ、６１７がジャム
やドアオープン等装置がエラー状態にあることを示すエラーＬＥＤ、６１８は装置のメイ
ンスイッチがＯＮになっていることを示す電源ＬＥＤになっている。
【００７２】
　図６は、本実施形態に係る画像形成装置において、複数のジョブを１つのジョブに結合
するジョブ結合を実行する際の操作画面遷移例を示す図である。ジョブ結合及びその際の
操作画面遷移の制御はジョブ制御部５によって実行される。このように、制御部５は、表
示部５２０及び操作部５３０を含むユーザインタフェース部(以下、ＵＩ）の操作制御を
行う。図６では、ジョブ結合を実行してくるみ製本処理を実施する場合の具体例を示す。
図６に記載されている各操作画面の具体例は、図７～２６に示す。なお、本実施形態では
、ＵＩを介してユーザから受け付ける各種ユーザ操作に応答して、そのユーザ要求に対応
した操作画面をＵＩに選択的に表示させるように、ジョブ制御部５が制御する構成を例示
する。しかし、印刷動作など画像形成装置における実際のジョブ処理に係る制御について
はジョブ制御部５が行い、ＵＩに係る制御についてはＵＩ制御部といった別のユニットが
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行う構成でも良い。なお、フィニッシャユニット５６０以外の図２に示す各ユニットは、
図１の画像形成装置に具備されている。
【００７３】
　図７は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における初期画面の一例を示
す図である。
【００７４】
　初期画面７００は、コピー（シンプル）画面が表示された状態を示している。初期画面
７００は、各種の機能選択タブ７０１～７０５、機器情報及び設定情報表示部７１０、各
種のコピー設定ボタン７１１～７４２、割り込みコピーボタン７３１、応用モード設定ボ
タン７５０、システム状況／中止ボタン７６０から構成される。
【００７５】
　コピー（シンプル）タブ７０１及びコピー（クイック）タブ７０２は、ユーザが押下す
ることによって、コピーを実行できる状態にするためのタブである。コピー（シンプル）
タブ７０１とコピー（クイック）タブ７０２において実行できるコピー機能に差異はない
が、画面構成の違いによって異なるユーザビリティ（操作性）を提供する。
【００７６】
　ボックスタブ７０４は、ボックス機能を実行できる状態にするためのタブである。ボッ
クス機能とは、ＬＡＮ／ＷＡＮを介して接続された外部のホストコンピュータや外部のデ
ジタル複合機から送信された画像データやスキャンした文書データを記憶手段としてのＨ
ＤＤ１４に格納する機能である。
【００７７】
　通常時はコピー（シンプル）タブ７０１がデフォルトで選択されており、この場合は原
稿用紙を読み取るスキャナ部１００が印刷出力対象の文書データを入力する入力手段とし
て機能する。一方、ボックスタブ７０４が選択されてボックス機能が実行される場合には
、ホストコンピュータなどの外部機器から送信された文書データをネットワークＩ／Ｆ１
９を介して入力する構成が入力手段として機能することになる。
【００７８】
　送信タブ７０３は、スキャンした文書やボックス機能で格納された文書を外部装置に送
信する送信機能を実行するためのタブである。送信機能では、電子メール、ファクス送信
、ファイル送信によって、文書を送信する。電子メール送信ではＳＭＴＰを、ファクス送
信ではＧ３／Ｇ４規格を、ファイル送信ではＦＴＰ／ＳＭＢを利用して、文書の送信を行
う。
【００７９】
　右矢印タブ７０５は、ユーザが押下することによって、７０１～７０４以外の機能選択
タブが表示される。
【００８０】
　機器情報及び設定情報表示部７１０は、機器情報とコピーの設定情報を表示する。
【００８１】
　等倍ボタン７１１は、コピー倍率を等倍（１００％）に設定するためのボタンである。
倍率ボタン７１２は、任意のコピー倍率を設定するためのボタンである。用紙選択ボタン
７１３は、用紙を選択するためのボタンであり、本ボタンが押下されると、給紙カセット
情報が表示され、出力用紙を給紙するカセットを選択することができる。また、スキャナ
で読み込んだ原稿のサイズから自動的に出力用紙を判定する自動用紙選択モードも選択可
能である。仕上げボタン７２１では、ソート／ノンソート／シフトソート／回転ソート／
グループソートを含む出力順序設定と、パンチ／ステイプル／折りを含むフィニッシング
設定を行うボタンである。両面ボタン７２２では、片面／両面原稿と片面／両面出力を組
み合わせて選択するボタンである。濃度調整ボタン７４１は、コピー出力濃度を設定する
ボタンである。原稿種類選択ボタン７４２は、原稿の種類を設定するボタンである。選択
できる原稿種類には、文字、写真、地図が含まれる。
【００８２】
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　システム状況／中止ボタン７６０は、機器で実行している各種ジョブのリスト、実行完
了したジョブの履歴、給紙／排紙トレイの情報、エラー情報を表示するボタンである。実
行中のジョブリストでは、リスト上のジョブを選択し、選択したジョブに対して一時停止
／中止の操作を行うことができる。また、選択したジョブの詳細情報が表示される。ジョ
ブ履歴では、実行完了したジョブの詳細情報を表示し、さらに履歴内容を印刷出力できる
。給紙トレイの情報として、給紙トレイ構成を示し、用紙サイズ、用紙タイプ、紙あり／
なし状態を含む情報を給紙トレイ毎に表示される。また、排紙トレイの情報として、排紙
トレイ構成を示し、排紙トレイフル状態が表示される。さらに、エラー情報としてジャム
位置や紙無しのエラーが表示される。
【００８３】
　割り込みボタン７３１は、割り込みコピーを設定するためのボタンである。
【００８４】
　応用モード設定ボタン７５０は、各種応用モードを設定するためのボタンである。この
ボタン７５０がユーザにより押下された場合、ジョブ制御部５は、不図示の応用モード画
面を表示部５２０に表示させる。この不図示の応用モード画面は、画像形成装置にて実行
可能な印刷に関わる複数の処理モードの中からユーザが所望のモード（機能とも呼ぶ）を
１又は複数選択できるように構成されたＵＩ画面である。この画面を介して処理対象のジ
ョブのためにユーザから受付を許可する応用モードには、表紙／合紙挿入モード、縮小レ
イアウト（Ｎｉｎ１）モード、画像移動モード、製本処理モード、ＯＨＰ中差しモード、
インデックス紙作成モードが含まれる。この他にも、イメージ合成モード、地紋印字モー
ド、ページ印字／部数印字モード、スタンプ／日付印字モード、ジョブ結合モードも含ま
れる。ここで、ジョブ結合モードが選択された場合、ジョブ結合の全体設定画面８００に
画面遷移する。
【００８５】
　図８は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、ジョブ結合全体設
定画面の一例を示す図である。
【００８６】
　ジョブ結合全体設定画面８００は、各種の設定ボタン８１０～８１９、キャンセルボタ
ン８２０、ＯＫボタン８３０から構成される。
【００８７】
　ユーザは、設定ボタン８１０～８１９を選択することにより、ジョブ全体に関わる設定
を行う。さらに、ＯＫボタン８３０を押下することにより、設定ボタン８１０～８１９で
設定された内容で、結合ジョブの実行を継続する。キャンセルボタン８２０は、ジョブ結
合モードの設定を取り消すためのボタンである。
【００８８】
　仕上げボタン８１０は、ソート／シフトソート／回転ソートを含む出力順序設定と、パ
ンチ／ステイプル／折りを含むフィニッシング設定を行うボタンである。
【００８９】
　仕切紙ボタン８１２は、原稿束とその次の原稿束を仕切るための仕切紙を設定するボタ
ンであり、仕切紙の給紙先と用紙タイプを設定することができる。
【００９０】
　ボックス保存ボタン８１３では、ボックス機能を用いてジョブ結合された全ての原稿束
をまとめて機器内部に格納するためのボタンである。また、ボックス保存する場合に、同
時に印刷出力する／しないを選択可能である。
【００９１】
　地紋印字ボタン８１４は、地紋印字を設定するためのボタンであり、地紋印字の種類と
色を設定できる。このうち、地紋印字の種類として、特定文字列及び任意文字列のスタン
プ、日付、部数、シリアル番号、部門ＩＤが含まれる。
【００９２】
　ページ印字ボタン８１５は、印字種類、印字色、印字位置を含むページ印字の設定を行
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うボタンである。部数印字ボタン８１６は、印字向き、印字位置、印字開始部数、印字サ
イズ、印字濃度を含む部数印字の設定を行うボタンである。
【００９３】
　スタンプボタン８１７は、印字向き、印字位置、印字する文字列の種類を含むスタンプ
印字の設定を行うボタンである。日付印字ボタン８１８は、印字向き、印字位置、日付形
式を含む日付印字設定を行うボタンである。
【００９４】
　ジョブ終了通知ボタン８１９は、外部のホストマシンに対して結合ジョブの実行終了を
通知するよう設定するボタンである。この時、実行終了通知する外部のホストマシンの宛
先を設定できる。
【００９５】
　くるみ製本ボタン８１１は、くるみ製本を設定するためのボタンである。くるみ製本ボ
タン８１１が押下された時、くるみ製本の開き方向設定画面へと画面遷移する。
【００９６】
　図９は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、くるみ製本の開き
方向設定画面の一例を示す図である。
【００９７】
　くるみ製本の開き方向設定画面９００は、開き設定ボタン９１１、９１２、設定取消ボ
タン９２１、「戻る」ボタン９２２、「次へ」ボタン９２３から構成される。
【００９８】
　左開きボタン９１１は、くるみ製本の開き方向を左開きに設定するためのボタンである
。右開きボタン９１２は、くるみ製本の開き方向を右開きに設定するためのボタンである
。左開きボタン９１１及び右開きボタン９１２は、いずれか一方の設定のみが有効となる
よう制御される。
【００９９】
　設定取消ボタン９２１は、くるみ製本の設定を取り消すためのボタンである。設定取消
ボタン９２１が押下されると、ジョブ結合の全体設定画面８００に画面遷移し、くるみ製
本の設定が無効化された状態になる。
【０１００】
　「戻る」ボタン９２２は、１つ前の画面に戻るためのボタンである。「次へ」ボタン９
２３はくるみ製本の設定を継続するためのボタンであり、このボタンが押下されると、く
るみ製本の仕上がりサイズ設定画面１０００に画面遷移する。
【０１０１】
　図１０は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、くるみ製本の仕
上がりサイズ設定画面の一例を示す図である。
【０１０２】
　くるみ製本の仕上がりサイズ設定画面１０００は、仕上がりサイズを設定するボタン１
０１１、１０１３、１０１５、１０１６、１０２１、１０２２、及び、設定中の仕上がり
サイズ表示部１０１２、１０１４を有する。この他、設定取消ボタン１０３１、「戻る」
ボタン１０３２、「次へ」ボタン１０３３も設けられている。
【０１０３】
　テンキー１０１６は、０～９までの数値を入力するためのボタンである。また、このう
ち「Ｃ」ボタンは、入力した数値をクリアするためのボタンである。
【０１０４】
　幅入力指定ボタン１０１１は、仕上がりサイズの幅を指定するためのボタンである。幅
入力指定ボタン１０１１を押下した後に、テンキー１０１６を用いて仕上がりサイズの幅
を入力できる。入力した幅は、仕上がりサイズ表示部１０１２に表示される。
【０１０５】
　高さ入力指定ボタン１０１３は、仕上がりサイズの高さを指定するためのボタンである
。高さ入力指定ボタン１０１３を押下した後に、テンキー１０１６を用いて仕上がりサイ
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ズの高さを入力できる。入力した高さは、仕上がりサイズ表示部１０１４に表示される。
【０１０６】
　また、仕上がりサイズの幅及び高さの数値入力は、図４記載の操作部５３０のテンキー
６０１によっても行える。
【０１０７】
　また、くるみ製本部３００においてくるみ製本処理できない仕上がりサイズが入力され
た場合は、その入力値は仕上がりサイズ表示部１０１２又は１０１４には表示されず、入
力値が無効化されるよう制御される。また、くるみ製本できない仕上がりサイズが入力し
た旨を通知するポップアップ画面が表示される。
【０１０８】
　インチ／ミリ入力切り替えボタン１０１５は、入力する数値の単位をインチとミリで切
り替えるためのボタンである。ボタン１０１５を押下することによって、ミリ単位からイ
ンチ単位へ、又は、インチ単位からミリ単位に切り替えることができる。
【０１０９】
　登録済み仕上がりサイズ選択ボタン１０２１は、すでに登録されている仕上がりサイズ
のリストから選択することによって、幅及び高さの数値を入力することなく、仕上がりサ
イズを設定するためのボタンである。登録ボタン１０２２は、仕上がりサイズを登録する
ためのボタンであり、使用頻度の高い仕上がりサイズを事前に登録しておくことで、毎回
ユーザが幅及び高さの数値を入力する手間を省くことができる。
【０１１０】
　設定取消ボタン１０３１は、くるみ製本の設定を取り消すためのボタンである。設定取
消ボタン１０３１が押下されると、ジョブ結合の全体設定画面８００に画面遷移する。「
戻る」ボタン１０３２は、１つ前の画面（くるみ製本の開き方向設定画面９００）に戻る
ためのボタンである。「次へ」ボタン１０３３は、くるみ製本の設定を継続するためのボ
タンであり、本ボタンが押下されると、くるみ製本の表紙給紙箇所と断裁方法設定画面１
１００に画面遷移する。また、くるみ製本部３００においてくるみ製本処理できない仕上
がりサイズが入力されている場合は、ユーザが「次へ」ボタン１０３３を押下できないよ
う制御される。
【０１１１】
　図１１は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、くるみ製本の表
紙給紙箇所及び断裁方法を設定する画面の一例を示す図である。
【０１１２】
　くるみ製本の表紙給紙箇所と断裁方法設定画面１１００は、表紙の給紙箇所設定ボタン
１１１２、ボックス文書選択ボタン１１１３、設定情報表示部１１１１、仕上がりサイズ
表示部１１２１、断裁方法設定ボタン１１３１、断裁調整ボタン１１３２を有する。この
他、設定取消ボタン１１４１、「戻る」ボタン１１４２、「次へ」ボタン１１４３も設け
られている。
【０１１３】
　表紙の給紙箇所設定ボタン１１１２は、表紙の給紙先を設定するためのボタンである。
表紙の給紙箇所設定ボタン１１１２が押下されると、表紙を給紙可能な給紙先を画面上に
表示し、その中からユーザが選択することで表紙の給紙先が設定される。設定情報表示部
１１１１は、表紙の給紙箇所設定ボタン１１１２によって設定された表紙の給紙先の給紙
トレイ番号と、その給紙トレイに設定されている用紙サイズ及び用紙タイプを表示する。
【０１１４】
　仕上がりサイズ表示部１１２１は、くるみ製本の仕上がりサイズ設定画面１０００上で
設定した仕上がりサイズが表示される。
【０１１５】
　断裁方法設定ボタン１１３１は、断裁方法を設定するためのボタンであり、「断裁しな
い」「１方断裁」「３方断裁」のうちいずれか１つが選択されるようになる。
【０１１６】
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　断裁調整ボタン１１３２は、断裁に関する調整値を設定するためのボタンである。断裁
調整ボタン１１３２では、本文の画像位置、表紙の画像位置、断裁角度、断裁位置の調整
値が設定できる。
【０１１７】
　設定取消ボタン１１４１は、くるみ製本の設定を取り消すためのボタンである。設定取
消ボタン１１４１が押下されると、ジョブ結合の全体設定画面８００に画面遷移する。「
戻る」ボタン１１４２は、１つ前の画面（くるみ製本の仕上がりサイズ設定画面１０００
）に戻るためのボタンである。「次へ」ボタン１１４３は、くるみ製本の設定を継続する
ためのボタンであり、本ボタンが押下されると、くるみ製本の表紙給紙箇所と断裁方法設
定画面１１００に画面遷移する。
【０１１８】
　図１２は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、くるみ製本の表
紙設定画面の一例を示す図である。
【０１１９】
　くるみ製本の表紙設定画面１２００は、表紙の読み込み設定ボタン１２１２、１２１３
、表紙の読み込み設定表示部１２１１、ボックス文書選択ボタン１２１４、表紙のコピー
設定ボタン１２２１、１２２２を有する。この他、設定取消ボタン１２３１、ＯＫボタン
１２３２が設けられている。
【０１２０】
　読み込みサイズ設定ボタン１２１２は、これから読み取る表紙原稿のサイズを設定する
ためのボタンである。両面原稿設定ボタン１２１３は、両面原稿読み込みを設定するボタ
ンである。両面原稿読み込みを設定した場合、両面原稿の開き方（左右開き、又は、上下
開きのいずれか）を選択できる。表紙の読み込み設定表示部１２１１は、読み込みサイズ
設定ボタン１２１２及び両面原稿設定ボタン１２１３で設定された内容を表示する。
【０１２１】
　表表紙のコピー設定ボタン１２２１は、表表紙に対してコピーする／しないを設定する
ためのボタンである。裏表紙のコピー設定ボタン１２２２は、裏表紙に対してコピーする
／しないを設定するためのボタンである。「コピーする」又は「コピーしない」のいずれ
か１つしか選択できないよう制御される。
【０１２２】
　ボックス文書選択ボタン１１１３は、ボックス機能によって格納された文書から表紙原
稿を選択するためのボタンである。ボックス文書選択ボタン１１１３が選択されると、他
の設定ボタン１２１２、１２１３、１２２１、１２２２で設定された内容が無効化される
。設定取消ボタン１２３１は、くるみ製本の設定を取り消すためのボタンである。設定取
消ボタン１２３１が押下されると、ジョブ結合の全体設定画面８００に画面遷移する。
【０１２３】
　ＯＫボタン１２３２は、くるみ製本の設定を有効にするボタンである。ＯＫボタン１２
３２が押下されると、画面９００、１０００、１１００、１２００で設定されたくるみ製
本の設定が有効になった状態で、ジョブ結合の全体設定画面８００に画面遷移する。
【０１２４】
　そして、ジョブ結合の全体設定画面８００においてＯＫボタン８３０が押下されると、
ボックス番号指定画面１５００又は表紙原稿読み込み設定画面１３００に画面遷移する。
この時、くるみ製本の表紙設定画面１２００においてボックス文書選択ボタン１２１４が
選択されている場合はボックス文書指定画面１６００へ、ボックス文書選択ボタン１２１
４が選択されていない場合は表紙原稿読み込み設定画面１３００に画面遷移する。
【０１２５】
　図１３は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、表紙原稿読み込
み設定画面の一例を示す図である。
【０１２６】
　表紙原稿読み込み設定画面１３００は、カラーモード設定ボタン１３１１、設定確認ボ
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タン１３１２、機器情報及び設定情報表示部１３２０、各種の読み込み設定ボタン１３２
１～１３４２、応用モード設定ボタン１３５１から構成される。
【０１２７】
　カラーモード設定ボタン１３１１は、読み込み時のカラーモードを設定するためのボタ
ンである。選択できるカラーモードには、「自動選択」「フルカラー」「白黒」が含まれ
る。設定確認ボタン１３１２は、現在の設定内容を確認するためのボタンである。
【０１２８】
　設定初期化ボタン１３２４は、表紙原稿読み込み設定画面１３００で設定可能な各種設
定を予め決められている初期値に戻すためのボタンである。
【０１２９】
　機器情報及び設定情報表示部１３２０は初期画面７００における設定情報表示部７１０
と同等である。等倍ボタン１３２１は等倍ボタン７１１と、倍率ボタン１３２２は倍率ボ
タン７１２と同等である。用紙選択ボタン１３２３は用紙選択ボタン７１３と、仕上げボ
タン１３３１は仕上げボタン７２１と、両面ボタン１３３２は両面ボタン７２２と同等で
ある。濃度調整ボタン１３４１は濃度調整ボタン７４１と、原稿種類選択ボタン１３４２
は原稿種類選択ボタン７４２と同等である。ただし、仕上げはジョブ結合の全体設定画面
８００において、ジョブ全体として設定されるため、ここでは設定できないように制御さ
れる。
【０１３０】
　応用モード設定ボタン１３５１は、各種応用モードを設定するためのボタンである。
【０１３１】
　表紙原稿読み込み設定画面１３００において各種設定が行われ、スタートキー６０７が
押下されると、表紙読み込みを開始し、表紙原稿読み込み実行画面１４００に画面遷移す
る。
【０１３２】
　図１４は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、表紙原稿読み込
み実行画面の一例を示す図である。
【０１３３】
　表紙原稿読み込み実行画面１４００は、読み取り設定表示部１４１１、メモリ残量表示
部１４２１、読み込み濃度調整ボタン１４２２、原稿種類選択ボタン１４２３、中止ボタ
ン１４３１、表紙の読み込み終了ボタン１４３２から構成される。
【０１３４】
　読み取り設定表示部１４１１には、読み込まれる原稿のページ数、倍率、読み取りサイ
ズが表示される。メモリ残量表示部１４２１には、文書を格納するためのメモリ残量が表
示される。読み込み濃度調整ボタン１４２２は、読み込み濃度を設定変更するためのボタ
ンである。原稿種類選択ボタン１４２３は、原稿種類を変更するためのボタンである。
【０１３５】
　中止ボタン１４３１は、読み取りを途中で中止するためのボタンである。表紙の読み込
み終了ボタン１４３２は、表紙原稿の読み込みを終了するためのボタンである。表紙の読
み込みボタン１４３２が押下されると、束の確認／結合画面１７００に画面遷移する。
【０１３６】
　また、くるみ製本の表紙設定画面１２００における表表紙及び裏表紙のコピーする／し
ないの設定に応じて、読み込んだ原稿枚数が不足している場合は、画面遷移しないで、読
み込み原稿枚数不足を通知するポップアップを表示する。これにより、表紙原稿の読み込
みが継続されるよう制御する。例えば、「表表紙をコピーする」及び「裏表紙をコピーす
る」が設定されていて、表紙原稿を片面１枚しか読み込んでいない場合は、裏表紙用の原
稿が不足しているため、その旨を通知するポップアップを表示させる。また、表表紙及び
裏表紙のコピーする／しないの設定に応じて、読み込んだ原稿枚数が超過している場合は
、原稿読み込みを中止し、さらに本ジョブも中止させる。例えば、「表表紙をコピーする
」及び「裏表紙をコピーする」が設定されていて、表紙原稿片面３枚以上読み込んでいる
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場合は、即座に原稿読み込み動作を中止、当該ジョブも中止させる。
【０１３７】
　図１５は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、ボックス番号指
定画面の一例を示す図である。
【０１３８】
　ボックス番号指定画面１５００は、ボックス番号指定ボタン１５１１、ボックス番号リ
スト表示更新ボタン１５２１、メモリ残量表示部１５３１から構成される。ボックス番号
リスト表示更新ボタン１５２１は、現在表示されているボックス番号リスト以外のリスト
を表示するためのボタンである。メモリ残量表示部１５３１では、ボックス機能として利
用できるメモリの容量を表示している。ボックス番号指定ボタン１５１１は、目的の文書
が格納されているボックス番号を指定するためのボタンである。ボックス番号指定ボタン
１５１１の横には、各ボックス番号の名称と使用量が表示される。ボックス番号指定ボタ
ン１５１１がユーザにより押下されると、指定されたボックス番号内に格納される文書の
リストを表示する。
【０１３９】
　図１６は、ボックス番号００が指定された場合の画面の一例を示す図である。
【０１４０】
　ボックス文書指定画面１６００は、文書リスト表示部１６１０、文書リスト表示更新ボ
タン１６１１、選択解除ボタン１６１２、詳細情報表示ボタン１６１３、画像表示ボタン
１６１４、キャンセルボタン１６２１、ＯＫボタン１６２２から構成される。
【０１４１】
　文書リスト表示部１６１０は、該当のボックス番号に格納されている文書を表示するも
のであり、種類、文書名、用紙サイズ、ページ、日付／時刻の項目が表示される。また、
目的の文書を選択することができる。文書リスト表示更新ボタン１６１１は、現在表示さ
れている文書リスト以外のリストを表示するためのボタンである。選択解除ボタン１６１
２は、文書リスト表示部１６１０における選択操作を解除するためのボタンである。詳細
情報表示ボタン１６１３は、選択された文書の詳細情報を表示するためのボタンである。
詳細情報表示ボタン１６１３が押下されると、図２３で示される画面と同等のものが表示
され、各文書に設定されている各種の設定情報を確認することができる。画像表示ボタン
１６１４は、選択された文書の画像を表示するためのボタンである。画像表示ボタン１６
１４が押下されると、図２０で示される画面と同等のものが表示され、文書内の画像を１
ページずつ確認することができる。
【０１４２】
　キャンセルボタン１６２１は、ボックス文書指定操作をキャンセルするためのボタンで
ある。ＯＫボタン１６２２は、文書リスト表示部１６１０で選択された文書をジョブ結合
の束として読み込むためのボタンである。ＯＫボタン１６２２が押下されると、束の確認
／結合画面１７００へと画面遷移する。
【０１４３】
　さらに、図１５のボックス番号指定画面１５００においては、全体設定とは矛盾するた
めにジョブ結合できない文書が選択された場合は、ジョブ結合できない旨を通知するポッ
プアップ画面を表示させる。または、ジョブ結合できない文書は、グレーアウトさせてユ
ーザが選択できないように制御する。このとき、ジョブ結合できるかどうかは、全体設定
と各文書に関連付けられた属性や設定を比較することで判断する。
【０１４４】
　図１７は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、束の確認／結合
画面の一例を示す図である。図１７は、本実施形態の特徴をもっとも表している操作画面
であり、以下では図を用いて詳細に説明する。
【０１４５】
　束の確認／結合画面１７００は、ジョブ結合の全体設定確認ボタン１７２３、束リスト
表示部１７１０、束リスト表示更新ボタン１７１１、選択解除ボタン１７１２、詳細情報
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表示ボタン１７１３、プリント部数設定表示部１７１４を有する。更に、試しプリント実
行ボタン１７１５、ボックス文書追加ボタン１７１６、編集メニューボタン１７１７、ス
キャン文書追加ボタン１７１８、ジョブ結合中止ボタン１７２１、プリント開始ボタン１
７２２を有する。
【０１４６】
　ジョブ結合の全体設定確認ボタン１７２３は、全体設定を確認するためのボタンである
。ジョブ結合の全体設定確認ボタン１７２３が押下されると、図２４に示されるようなジ
ョブ結合の全体設定確認画面２４００が表示される。
【０１４７】
　図１７の束リスト表示部１７１０は、ジョブ結合する束（文書）のリストを表示するも
のであり、種類、文書名、用紙サイズ、ページ、日付／時刻の項目が表示される。また、
リスト上の一番左に表示される（白抜きの）番号は、結合する順序を表している。また、
番号が表示されていない文書は結合対象として選択されていない状態であることを示す。
【０１４８】
　図２７は、図１７に表示される順序でジョブ結合した場合の出力結果を示す図である。
すなわち、図１７のリスト上の表示順序に従って、“表紙用”文書がくるみ製本の表紙原
稿として出力され、文書“００１”～“００５”が本文として出力される。
【０１４９】
　図２８は、結合する順序を変更した場合の出力結果の一例を示す図である。“表紙用”
文書を先頭として、続いて文書“００３”、“００１”、“００５”、“００２”、“０
０４”を選択した場合は、図２８で示すような出力順序になる。
【０１５０】
　図２９は、結合する文書を選択解除した場合の出力結果の一例を示す図である。文書“
００３”を選択解除した場合、図２９に示すように文書“００３”は出力されず、選択さ
れたその他の文書で結合された出力物が生成される。
【０１５１】
　また、図１７の束リスト表示部１７１０では、全体設定としてくるみ製本が設定されて
いる場合（すなわち、図８の画面でくるみ製本が選択された場合）、表紙となる文書は、
必ず先頭文書として結合されるよう、かつ、選択解除されないように制御する。すなわち
、ジョブ制御部５は、複数のジョブのうちの特定のフィニッシング処理であるくるみ製本
に応じた特定のジョブである表紙用文書をくるみ製本の表紙の対象から外すことを禁止す
るよう制御する。加えて、表紙用文書の結合順序の変更も禁止するよう制御する。図１７
の例では、表紙となる文書である“表紙用”文書は、リスト上の（白抜き）番号が必ず１
となり、かつ、選択解除ができないようにグレーアウト表示される。
【０１５２】
　束リスト表示更新ボタン１７１１は、現在表示されている文書リスト以外のリストを表
示するためのボタンである。
【０１５３】
　選択解除ボタン１７１２は、結合対象として選択された文書全てを選択解除するための
ボタンである。選択解除ボタン１７１２が押下されて、全ての文書が選択解除された状態
になった場合、選択解除ボタン１７１２は全選択ボタンに変わる。全選択ボタンとは、束
リスト表示部１７１０に表示されている全ての文書を、結合対象として選択された状態に
するボタンである。また、全体設定としてくるみ製本が設定されている場合は、選択解除
ボタン１７１２が押下されても、表紙となる文書は選択解除されず、表紙となる文書以外
の全ての文書が選択解除される。
【０１５４】
　詳細情報表示ボタン１７１３は、束リスト表示部１７１０に表示されている各文書の詳
細情報を表示するためのボタンである。詳細情報表示ボタン１７１３が押下されると、図
２３に示されるような束毎の設定確認画面２３００に画面遷移する。
【０１５５】
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　プリント部数設定表示部１７１４は、設定されているプリント部数を表示する。プリン
ト部数は、テンキー６０１にて入力することができるようになっている。
【０１５６】
　試しプリント実行ボタン１７１５は、試しプリントを行うためのボタンである。試しプ
リント実行ボタン１７１５が押下されると、図２５に示される試しプリント実行画面２５
００に画面遷移し、試しプリントを実行させる。
【０１５７】
　編集メニューボタン１７１７は、束リスト表示部１７１０に表示されている各文書を編
集するためのボタンである。編集メニューボタン１７１７が押下されると、引き続き画像
表示ボタン、ページ消去ボタン、束の消去ボタンが表示される（それぞれ図示省略）。画
像表示ボタンは、文書の内容を確認するために１ページごとに画像を表示させるもので、
図２０のような画像表示画面２０００に画面遷移する。
【０１５８】
　ページ消去ボタンは、選択された文書のページを削除するためのものであり、図２２の
ようなページ消去画面２２００に画面遷移する。束の消去ボタンは、図２１のような束の
消去画面２１００に画面遷移し、束リスト表示部１７１０上に表示されるリストから文書
（束）を消去する。なお、束リスト表示部１７１０上の文書のうち、ボックスから追加さ
れた文書を消去する場合は、束リスト表示部１７１０の表示されるリストから消去される
だけであって、文書そのものがボックスから消去されるわけではない。
【０１５９】
　ボックス文書追加ボタン１７１６は、ボックス機能によって格納された文書を結合対象
の文書として追加するためのボタンである。ボックス文書追加ボタン１７１６が押下され
ると、ボックス番号指定画面１５００、ボックス文書指定画面１６００と画面遷移し、文
書が追加される。追加された文書は、束リスト表示部１７１０上に表示される。
【０１６０】
　スキャン文書追加ボタン１７１８は、結合する文書をスキャナから読み込んで追加する
ためのボタンである。スキャン文書追加ボタン１７１８が押下されると、本文原稿束読み
込み設定画面１８００に画面遷移し、スキャンが実行されると、スキャン文書が追加され
る。追加された文書は、束リスト表示部１７１０上に表示される。
【０１６１】
　ジョブ結合中止ボタン１７２１は、ジョブ結合の実行を中止するためのボタンである。
ジョブ結合が中止されると、束リスト表示部１７１０上に表示されているスキャン文書は
すべて消去される。束リスト表示部１７１０上に表示されているボックス文書は、ボック
スからは消去されないで、ジョブ結合が中止される。
【０１６２】
　プリント開始ボタン１７２２は、束リスト表示部１７１０上で選択されている文書のジ
ョブ結合を実行するためのボタンである。このプリント開始ボタン１７２２が押下されジ
ョブ結合が実行されると、図２６のようなプリント実行画面２６００へ画面遷移する。
【０１６３】
　図１８は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、本文原稿束読み
込み設定画面の一例を示す図である。
【０１６４】
　本文原稿束読み込み設定画面１８００は、カラーモード設定ボタン１８１１、設定確認
ボタン１８１２、機器情報及び設定情報表示部１８２０、各種の読み込み設定ボタン１８
２１～１８４２、応用モード設定ボタン１８５１から構成される。
【０１６５】
　カラーモード設定ボタン１８１１は表紙原稿読み込み設定画面１３００におけるカラー
モード設定ボタン１３１１と、設定確認ボタン１８１２は設定確認ボタン１３１２と、機
器情報及び設定情報表示部１８２０は設定情報表示部１３２０と同等である。また、等倍
ボタン１８２１は等倍ボタン１３２１と、倍率ボタン１８２２は倍率ボタン１３２２と、
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用紙選択ボタン１８２３は用紙選択ボタン１３２３と、設定初期化ボタン１８２４は設定
初期化ボタン１３２４と同等である。さらに、仕上げボタン１８３１は仕上げボタン１３
３１と、両面ボタン１８３２は両面ボタン１３３２と、濃度調整ボタン１８４１は濃度調
整ボタン１３４１と、原稿種類選択ボタン１８４２は原稿種類選択ボタン１３４２と同等
である。応用モード設定ボタン１８５１は応用モード設定ボタン１３５１と同等である。
【０１６６】
　本文原稿束読み込み設定画面１８００においては、全体設定と矛盾の生じるような本文
原稿を読み込まないように、各種読み込み設定ボタン１８２１～１８４２で設定できる内
容に制限をかける。例えば、全体設定としてくるみ製本が設定されている場合、本文原稿
として認められない用紙サイズは画面上から選択できないように制御する。
【０１６７】
　本文原稿束読み込み設定画面１８００において各種設定が行われ、スタートキー６０７
が押下されると、表紙読み込みを開始し、本文原稿束読み込み実行画面１９００に画面遷
移する。
【０１６８】
　図１９は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、本文原稿束読み
込み実行画面の一例を示す図である。
【０１６９】
　本文原稿束読み込み実行画面１９００は、読み取り設定表示部１９１１、メモリ残量表
示部１９２１、両面原稿設定ボタン１９２２、倍率設定ボタン１９２３、読み込み濃度調
整ボタン１９２４、原稿種類選択ボタン１９２５を有する。また、束取消ボタン１９３１
、次の束の読み込み実行ボタン１９３２、束の確認／結合ボタン１９３３も設けられてい
る。
【０１７０】
　読み取り設定表示部１９１１は表紙原稿読み込み実行画面１４００における読み取り設
定表示部１４１１と同等である。メモリ残量表示部１９２１はメモリ残量表示部１４２１
と同等である。読み込み濃度調整ボタン１９２４は読み込み濃度調整ボタン１４２２と同
等である。原稿種類選択ボタン１９２５は原稿種類選択ボタン１４２３と同等である。両
面原稿設定ボタン１９２２は、両面原稿の設定を変更するためのボタンである。倍率設定
ボタン１９２３は、倍率の設定値を変更するためのボタンである。
【０１７１】
　束取消ボタン１９３１は、読み込んだ原稿をジョブ結合の束として登録しないよう設定
するボタンである。次の束の読み込み実行ボタン１９３２は、読み込んだ原稿はジョブ結
合の束として登録し、次の原稿束の読み込み設定を行うためのボタンである。束の確認／
結合ボタン１９３３は、読み込んだ原稿をジョブ結合の束として登録し、束の確認／結合
画面１７００に画面遷移するためのボタンである。
【０１７２】
　図２０は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、画像表示画面の
一例を示す図である。
【０１７３】
　画像表示画面２０００は、画像表示部２０１１、画像表示箇所移動ボタン２０１２、ペ
ージ番号表示部２０２１、表示ページ指定ボタン２０２２、画像表示ビュー２０２３、拡
大／縮小表示指定ボタン２０２４、「閉じる」ボタン２０３１から構成される。
【０１７４】
　画像表示部２０１１には、選択された文書の任意ページの画像が表示される。画像表示
部２０１１に表示されるページは、表示ページ指定ボタン２０２２で指定可能であり、現
在表示されているページ番号はページ番号表示部２０２１に表示される。画像表示ビュー
２０２３は、実際の画像に対して画像表示部２０１１に表示されている箇所を示すもので
ある。拡大／縮小表示指定ボタン２０２４は、画像表示部２０１１に表示される画像を拡
大若しくは縮小するためのボタンである。画像表示箇所移動ボタン２０１２は、画像表示
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部２０１１に表示されている画像の表示箇所を移動するためのボタンである。
【０１７５】
　「閉じる」ボタン２０３１は、画像表示を中止するためのボタンであり、このボタンが
押下されると、束の確認／結合画面１７００又はボックス文書指定画面１６００に画面遷
移する。
【０１７６】
　図２１は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、束の消去画面の
一例を示す図である。
【０１７７】
　束の消去画面２１００は、束リスト表示部２１１０、束リスト表示更新ボタン２１１２
、全選択ボタン２１１１、キャンセルボタン２１２１、ＯＫボタン２１２２から構成され
る。
【０１７８】
　束リスト表示部２１１０は、消去可能な束のリストを表示するためのものであり、消去
する束を選択できる。束リスト表示更新ボタン２１１２は、現在表示されている束リスト
以外のリストを表示するためのボタンである。全選択ボタン２１１１は、リスト上の全て
の束を選択するためのボタンである。
【０１７９】
　ＯＫボタン２１２２は、束の消去を実行するためのボタンである。束リスト表示部２１
１０で束が選択された状態で、ＯＫボタン２１２２が押下されると、選択された束を消去
する。キャンセルボタン２１２１は、束の消去を中止するためのボタンである。キャンセ
ルボタン２１２１又はＯＫボタン２１２２が押下されると、束の確認／結合画面１７００
へと画面遷移する。
【０１８０】
　図２２は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、ページ消去画面
の一例を示す図である。
【０１８１】
　ページ消去画面２２００は、単一ページ消去ボタン２２１１、連続ページ消去ボタン２
２２１２、画像表示ボタン２２１３、消去ページ表示部２２１４、消去ページ指定ボタン
２２１５、キャンセルボタン２２２１、実行ボタン２２２２から構成される。
【０１８２】
　単一ページ消去ボタン２２１１は、消去するページを１ページ指定して消去するための
ボタンである。連続ページ消去ボタン２２１２は、消去するページを連続するｎページ目
からＮページ目までを一括して消去するためのボタンである。単一ページ消去ボタン２２
１１と連続ページ消去ボタン２２１２は、いずれか一方しか選択できないように制御され
る。図２２では、単一ページ消去ボタン２２１１が選択されている例を示している。
【０１８３】
　消去ページ指定ボタン２２１５は、消去するページを指定するためのボタンであり、指
定したページ番号は消去ページ表示部２２１４に表示される。この時、実行ボタン２２２
２が押下されると、消去ページ表示部２２１４に表示されるページが消去される。また、
キャンセルボタン２２２１が押下されると、ページ消去の操作を中止する。
【０１８４】
　画像表示ボタン２１１３は、画像を表示するためのボタンであり、図２０で示される画
面と同等な画面が表示される。画像を確認しながら、正しいページを消去することが可能
となる。
【０１８５】
　図２３は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、束毎の設定確認
画面の一例を示す図である。
【０１８６】
　束毎の設定確認画面２３００は、束設定情報表示部２３１１と「閉じる」ボタン２３２
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１から構成される。束設定情報表示部２３１１には、該当する束に設定された、受付番号
、受付時刻、文書の種類、文書名、ユーザ名、ページ数、部数、サイズの情報が表示され
る。「閉じる」ボタン２３２１は、束毎の設定確認画面２３００を閉じるためのボタンで
ある。
【０１８７】
　図２４は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、ジョブ結合の全
体設定確認画面の一例を示す図である。
【０１８８】
　ジョブ結合の全体設定確認画面２４００は、全体設定表示部２４１０、スライドボタン
２４１１、「閉じる」ボタン２４２１から構成される。全体設定表示部２４１０は、ジョ
ブ結合の全体設定として設定された内容が表示される。スライドボタン２４１１は、全体
設定表示部２４１０に設定項目全てが表示し切れない場合に、表示内容をスライドさせる
ためのボタンである。「閉じる」ボタン２４２１は、ジョブ結合の全体設定確認画面２４
００を閉じるためのボタンである。
【０１８９】
　図２５Ａ、図２５Ｂは、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、試
しプリント実行画面の一例を示す図である。
【０１９０】
　束の確認／結合画面１７００において、試しプリント実行ボタン１７１５が押下される
と、まず図２５Ａに示される試しプリント実行画面２５００が表示される。試しプリント
実行画面２５００は、束の試しプリント実行ボタン２５１１、ジョブ結合全体の試しプリ
ント実行ボタン２５１２、「閉じる」ボタン２５２１から構成される。
【０１９１】
　「閉じる」ボタン２５２１は、試しプリントを中止し、プリント実行画面２５００を閉
じるためのボタンである。束の試しプリント実行ボタン２５１１は、束リスト表示部１７
１０で選択されている束のみを試しプリント実行するためのボタンである。このとき、ジ
ョブ結合の全体設定は有効にならず、選択された束のみの設定情報に基づいてプリントさ
れる。ジョブ結合の試しプリント実行ボタン２５１２は、結合したジョブの試しプリント
を実行するためのボタンである。
【０１９２】
　試しプリントが実行されると、図２５Ｂに示される試しプリント実行画面２５５０に画
面遷移する。試しプリント実行画面２５５０は、束のページ数、部数、プリント状況を表
示する表示部２５６１と、プリント濃度変更ボタン２５７１と、試しプリントを中止する
ための中止ボタン２５８１から構成されている。試しプリントの実行が完了すると、試し
プリント実行画面２５５０は、束の確認／結合画面１７００に画面遷移する。
【０１９３】
　図２６は、図６で示されるジョブ結合実行時の操作画面遷移における、プリント実行画
面の一例を示す図である。
【０１９４】
　プリント実行画面２６００は、ジョブの設定情報や予想出力時間を表示する表示部２６
１１、プリント枚数、部数、プリント状況を表示する表示部２６２１、プリント濃度設定
を変更するための濃度調整ボタン２６３１、メモリ残量表示部２６３２を有する。この他
、中止ボタン２６４１、「閉じる」ボタン２６４２も設けられている。中止ボタン２６４
１は、ジョブ結合の実行を中止するためのボタンである。「閉じる」ボタン２６４２は、
プリント実行画面２６００を閉じるためのボタンである。また、ジョブが終了すると、プ
リント実行画面２６００は閉じられる。
【０１９５】
　図３０は、ボックス機能によって格納される文書、及び、ジョブ結合によって追加され
るスキャン文書のデータ構造を示す図である。
【０１９６】
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　フォルダ６１とドキュメント６２は階層的なデータ構造をとり、フォルダの配下に複数
のドキュメントが配置される構造をとる。
【０１９７】
　フォルダ６１は、フォルダ番号、名称、使用量を保持する。フォルダ番号は、ボックス
を識別するための番号であり、ボックス番号指定画面１５００においてはボックス番号指
定ボタン１５１１上に表示されるボックス番号として表示される。その他、ジョブ結合専
用のフォルダが別途設けられており、ジョブ結合のスキャン文書はジョブ結合専用のフォ
ルダに格納される。また、名称は、フォルダの名称であり、任意の名称に変更することが
可能である。ボックス番号指定画面１５００においては、各ボックス番号の名称として表
示される。使用量は、該当のフォルダにおけるＨＤＤ使用量を示しており、ボックス番号
指定画面１５００においては、各ボックス番号の使用量として表示される。
【０１９８】
　ドキュメント６２は、親フォルダ番号、各種ドキュメント属性、各種設定、画像データ
を保持する。ドキュメント６２は、ボックス文書指定画面１６００又は束の確認／結合画
面１７００で表示されるリスト上の１つの文書である。
【０１９９】
　親フォルダ番号は、どのフォルダの配下に格納される文書であるかを示すための情報で
ある。ドキュメント識別子は、各文書を識別するための値を持つ。受付番号は、ジョブが
投入された際に付与される受付番号であり、ジョブを受け取った際の時刻を受付時刻とし
て格納する。文書名は、ボックス文書指定画面１６００及び束の確認／結合画面１７００
において、各文書（束の）文書名として表示される。また、ユーザ名は、ジョブを投入し
たユーザの名前である。
【０２００】
　ドキュメントの各種設定には、用紙サイズ／タイプ、給紙先、カラーモード、解像度、
ページ数、用途の設定が含まれる。用紙サイズ／タイプは、ドキュメントで使われる用紙
のサイズ及びタイプを示す。給紙先は、給紙先の給紙トレイ番号を示す。カラーモードは
、ドキュメントがカラーであるか白黒であるかを示す。解像度は、本ドキュメントの画像
データの解像度を示す。ページ数は、画像データのページ数を示す。
【０２０１】
　用紙サイズ／タイプは、ボックス文書指定画面１６００又は束の確認／結合画面１７０
０における文書（束）リスト上の用紙サイズの項目として、ページはページの項目として
、受付時刻は日付／時刻の項目として表示される。
【０２０２】
　用途は、くるみ製本の表紙用の文書であるか、本文用の文書であるかを区別するための
情報である。例えば、表紙原稿読み込み実行１４００を介して、表紙原稿をスキャン文書
として読み込んだ場合は、「くるみ製本の表紙用」を示す値が用途として格納される。ま
た、本文原稿読み込み実行画面１９００を介して、本文原稿を読み込む場合は、「くるみ
製本の本文用」を示す値が用途として格納される。
【０２０３】
　画像データは、ドキュメントを構成する全ページ分の画像データが、ＪＰＥＧやＪＢＩ
Ｇなどの画像フォーマットに従って格納される。
【０２０４】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明した。上述の実施形態では、ジョブ結合を実行し
て特定のフィニッシング処理としてくるみ製本処理を実施する場合の具体例を説明した。
しかし本発明はこれに限定されるものではなく、別のフィニッシング処理についても適用
可能である。例えば、原稿束とその次の原稿束を仕切るための仕切紙を設定するフィニッ
シング処理にも適用可能である。上述の実施形態においては、この処理は、図８の仕切紙
ボタン８１２を選択することで可能である。この他、応用モードとして表紙／合紙挿入モ
ードを選択した場合も同様に本発明を適用可能である。
【０２０５】
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　また、くるみ製本処理や表紙挿入処理といった特定種類の後処理を行うに際にして、表
紙用の印刷データとなる特定種類の印刷データか、本文用の印刷データとなる複数の非特
定種類の印刷データかをコントローラユニット５１０が判断する。この判断の仕方は、例
えば、ジョブ結合される複数の印刷データをＨＤＤ１４に記憶するのに先立って、ＵＩ部
を介して明示的な指示をユーザにより入力させ、その情報を利用する。このような判断方
法以外の構成でも良い。
【０２０６】
　例えば、結合印刷対象となる複数のドキュメントデータをＨＤＤ１４に記憶する際に、
この特定種類の印刷データとなる印刷データを、最初または最後などの所定の記憶タイミ
ングで、ＨＤＤ１４に記憶させるように、画像形成装置を構成する。そして、図１７のよ
うに、文書選択リストの最上部又は最下部等の所定の表示位置に、この印刷データに関す
る識別子を表示させるようにＵＩ部を制御する。
【０２０７】
　このような記憶処理や表示処理に関する所定のルールに従い、印刷データの中身を解析
しなくても、結合対象となる複数の印刷データの選択候補の中でどれが特定種類の印刷デ
ータに相当する印刷データかをコントローラユニット５１０が判断可能にする。これによ
り、制御部の負荷の軽減、効率化が図れる。
【０２０８】
　また、この構成の場合、結合印刷対象となる複数のドキュメントデータのうちの最初ま
たは最後などの所定の記憶タイミングで、ＨＤＤ１４に記憶される印刷データが、この特
定種類の印刷データとして利用される。そして、この所定の印刷データに連続して順次Ｈ
ＤＤ１４に記憶される他の印刷データが、その特定種類の後処理を要するジョブ結合処理
にて非特定種類の印刷データとして画像形成装置により利用される。
【０２０９】
　そして、この構成にて、図８のＵＩ画面を介してくるみ製本や表紙／合紙挿入といった
上述の特定種類の後処理の実行要求がＵＩ部を介してユーザによりなされたとする。この
場合、図１７のＵＩ制御のように、文書選択リストの所定の位置に識別子が表示されるこ
の印刷データがこの特定種類の後処理を要する結合処理にて選択対象外とならないように
、コントローラユニット５１０が制御する。図１７の例では、リストの１番目に識別子が
表示される印刷データがこの特定種類の後処理にて選択対象外となることが禁止される、
特定種類の印刷データとなる。一方、図１７のリストの２番目以降の識別子に対応する印
刷データが、この特定種類の後処理を要する結合処理にて選択対象外となることが許可さ
れる非特定種類の印刷データとなる。
【０２１０】
　これにより、上述のように、特定種類の後処理を利用する場合に、このリストの所定位
置に識別子が表示対象となる印刷データが利用されない結合印刷物が画像形成装置を用い
て作成されることを阻止するようにコントローラユニット５１０が制御する。また、この
所定の識別子に対応する印刷データの印刷順序をジョブ結合印刷にて変更する要求をユー
ザから受付けないようにコントローラユニット５１０が制御する。
【０２１１】
　一方、このリストの所定の識別子には該当しない識別子（図１７の例では、リストの２
番目から６番目の選択候補）に対応した複数の印刷データからユーザが任意の印刷データ
を結合印刷の対象から除外できるようにコントローラユニット５１０が制御する。また、
この所定の識別子には該当しない識別子に対応した複数の印刷データのジョブ結合印刷に
おける印刷順序をユーザが任意に変更できるようにコントローラユニット５１０がＵＩ部
を制御する。
【０２１２】
　なお、この構成の場合に、例えば、図１７のリストの表示に先立って図８のＵＩでこの
特定種類の後処理には該当しない非特定種類の後処理の実行要求をユーザから受け付けた
とする。例えば、キー８１０を用いてステイプルやソートといった非特定種類の後処理の



(26) JP 5478811 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

実行指示を受け付けたとする。
【０２１３】
　この場合でも、この非特定種類の後処理の実行要求を受付けた後にジョブ結合対象とな
る印刷データに対する各種指示をユーザにより可能にした図１７のリストをＵＩ部により
表示可能にコントローラユニット５１０が制御する。
【０２１４】
　ただし、このように非特定種類の後処理が選択されたとする。この場合、この図１７の
リストの所定位置に識別子が表示される印刷データを結合印刷の対象から除外する要求を
ユーザから受け付けることは許可するように、コントローラユニット５１０は制御する。
これにより、非特定種類の後処理を行う場合、ユーザからの指示により、図１７のリスト
の１番目に識別子が表示対象となる印刷データを結合印刷対象のデータとして利用せずに
結合印刷できるように、コントローラユニット５１０が画像形成装置を制御する。なお、
この場合でも、図１７のリストの２番目以降の識別子に対応する印刷データが、この非特
定種類の後処理を要する結合印刷処理にて選択対象外とする要求をユーザから受け付ける
ことは許可するように構成する。
【０２１５】
　このように、非特定種類の後処理を利用する場合、このリストの所定位置にて識別子が
表示対象となる印刷データが利用されない結合印刷物が画像形成装置を用いて作成される
ことは許可するようにコントローラユニット５１０が制御する。また、この所定の識別子
に対応する印刷データの印刷順序をジョブ結合印刷にて変更する要求をユーザから受け付
けることも許可するようにコントローラユニット５１０が制御する。なお、この場合でも
、この所定の識別子には該当しない識別子に対応した複数の印刷データのジョブ結合印刷
における印刷順序をユーザが任意に変更できるようにコントローラユニット５１０がＵＩ
部を制御する。
【０２１６】
　以上のような構成を具備することで、特定種類の後処理を行う場合と非特定種類の後処
理を行う場合とで、それぞれ全く別の文書選択画面を作成又は準備しておかなければなら
ないといったことが不要となり、装置に対する負担を軽減できる。また、複雑な操作画面
を何種類もユーザに不用意に提示してしまうといったこともなく、ユーザに対して混乱を
生じさせない使い勝手の良い操作環境が提供可能となる。
【０２１７】
（他の実施形態）
　以上、本発明の実施形態を詳述したが、本発明は、複数の機器から構成されるシステム
に適用してもよいし、また、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【０２１８】
　なお、本発明は、前述した実施形態の各機能を実現するプログラムを、システム又は装
置に直接又は遠隔から供給し、そのシステム又は装置に含まれるコンピュータがその供給
されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成される。
【０２１９】
　したがって、本発明の機能・処理をコンピュータで実現するために、そのコンピュータ
にインストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、上
記機能・処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も本発明の一つである。
【０２２０】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形態を問わ
ない。
【０２２１】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハー
ドディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ
などがある。また、記録媒体としては、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、
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ＤＶＤ（ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－Ｒ）などもある。
【０２２２】
　また、プログラムは、クライアントコンピュータのブラウザを用いてインターネットの
ホームページからダウンロードしてもよい。すなわち、ホームページから本発明のコンピ
ュータプログラムそのもの、もしくは圧縮され自動インストール機能を含むファイルをハ
ードディスク等の記録媒体にダウンロードしてもよい。また、本発明のプログラムを構成
するプログラムコードを複数のファイルに分割し、それぞれのファイルを異なるホームペ
ージからダウンロードする形態も考えられる。つまり、本発明の機能・処理をコンピュー
タで実現するためのプログラムファイルを複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷ
Ｗサーバも、本発明の構成要件となる場合がある。
【０２２３】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ読み取り可能な
記憶媒体に格納してユーザに配布してもよい。この場合、所定条件をクリアしたユーザに
のみ、インターネットを介してホームページから暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせ
、その鍵情報で暗号化されたプログラムを復号して実行し、プログラムをコンピュータに
インストールしてもよい。
【０２２４】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現されてもよい。なお、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上
で稼動しているＯＳなどが、実際の処理の一部又は全部を行ってもよい。もちろん、この
場合も、前述した実施形態の機能が実現され得る。
【０２２５】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれてもよ
い。そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるＣ
ＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行ってもよい。このようにして、前述した実施形
態の機能が実現されることもある。
【図面の簡単な説明】
【０２２６】
【図１】実施形態における画像形成システムのスキャナ部、プリンタ部及びくるみ製本部
の構成を示す概略断面図である。
【図２】実施形態における画像形成システムのハードウェア構成を示すブロック図である
。
【図３】実施形態における画像形成装置に内蔵される制御プログラムによる機能構成を示
すブロック図である。
【図４】実施形態における画像形成装置の表示部及び操作部の構成図である。
【図５】ジョブ結合の概要を示す図である。
【図６】実施形態におけるジョブ結合実行時の操作画面遷移例を示す図である。
【図７】実施形態におけるジョブ結合実行時の初期画面の一例を示す図である。
【図８】実施形態におけるジョブ結合実行時のジョブ結合全体設定画面の一例を示す図で
ある。
【図９】実施形態におけるジョブ結合実行時のくるみ製本の開き方向設定画面の一例を示
す図である。
【図１０】実施形態におけるジョブ結合実行時のくるみ製本の仕上がりサイズ設定画面の
一例を示す図である。
【図１１】実施形態におけるジョブ結合実行時のくるみ製本の表紙給紙箇所及び断裁方法
設定画面の一例を示す図である。
【図１２】実施形態におけるジョブ結合実行時のくるみ製本の表紙設定画面の一例を示す
図である。
【図１３】実施形態におけるジョブ結合実行時の表紙原稿読み込み設定画面の一例を示す
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図である。
【図１４】実施形態におけるジョブ結合実行時の表紙原稿読み込み実行画面の一例を示す
図である。
【図１５】実施形態におけるジョブ結合実行時のボックス番号指定画面の一例を示す図で
ある。
【図１６】実施形態におけるジョブ結合実行時のボックス文書指定画面の一例を示す図で
ある。
【図１７】実施形態におけるジョブ結合実行時の束の確認及び結合画面の一例を示す図で
ある。
【図１８】実施形態におけるジョブ結合実行時の本文原稿束読み込み設定画面の一例を示
す図である。
【図１９】実施形態におけるジョブ結合実行時の本文原稿束読み込み実行画面の一例を示
す図である。
【図２０】実施形態におけるジョブ結合実行時の画像表示画面の一例を示す図である。
【図２１】実施形態におけるジョブ結合実行時の束の消去画面の一例を示す図である。
【図２２】実施形態におけるジョブ結合実行時のページ消去画面の一例を示す図である。
【図２３】実施形態におけるジョブ結合実行時の束毎の設定確認画面の一例を示す図であ
る。
【図２４】実施形態におけるジョブ結合実行時のジョブ結合全体設定確認画面の一例を示
す図である。
【図２５Ａ】、
【図２５Ｂ】実施形態におけるジョブ結合実行時の試しプリント実行画面の一例を示す図
である。
【図２６】実施形態におけるジョブ結合実行時のプリント実行画面の一例を示す図である
。
【図２７】実施形態におけるジョブ結合実行時の出力結果の一例を示す図である。
【図２８】実施形態におけるジョブ結合実行時の出力結果の一例を示す図である。
【図２９】実施形態におけるジョブ結合実行時の出力結果の一例を示す図である。
【図３０】実施形態におけるボックス機能によって格納される文書、及び、ジョブ結合に
よって追加されるスキャン文書のデータ構造の例を示す図である。
【符号の説明】
【０２２７】
１００　画像形成装置のスキャナ部
２００　画像形成装置のプリンタ部
３００　画像形成装置のくるみ製本部
５１０　コントローラユニット
　１０　ＣＰＵ
　　１　画像処理部
　　２　プリンタ制御部
　　３　スキャナ制御部
　　４　文書管理部
　　５　ジョブ制御部
　　７　表示制御部
　　８　オペレータ操作解釈部
　　９　ネットワークプロトコル処理部



(29) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(30) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(31) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(32) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(33) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(34) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(35) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図２５Ａ】 【図２５Ｂ】

【図２６】 【図２７】

【図２８】



(36) JP 5478811 B2 2014.4.23

【図２９】 【図３０】



(37) JP 5478811 B2 2014.4.23

10

フロントページの続き

    審査官  金田　理香

(56)参考文献  特開２００５－２０８６８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３０９１１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１９１３３４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　２１／００　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　２９／３８　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　１／００　　　　
              Ｇ０３Ｇ　　１５／３６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

